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 要  旨 
◆研究の背景・目的 本研究で対象とするのは，ニュースサイトに挿入される広告である．本研
究ではニュースサイト挿入型広告のインプレッション効果に着目した研究を行う．  
既存の研究には，ニュース記事の内容と広告ブランドとのマッチングを行い，記事内容に関連
するブランドの広告を挿入するものがある．しかし，ブランドによるマッチングを行った時，「リ
コール」の記事に対して「自動車」の広告が挿入される可能性がある．このような組み合わせで
広告が表示されることはインプレッション効果の低下につながる（坂本 2008；2009；村岡・坂
本 2008）．最近では，ニュースサイトを運営する各新聞社でも，記事内容を考慮した広告のネガ
ティブ印象回避手法は検討されている．しかし，元来広告とは，幅広く告知することを目的とし
ているのに対し，近年のインターネット広告の現状ではユーザの好みに合う告知を目的としたも
のが目立つ．これでは，潜在的な消費者に向けて広く商品の宣伝広告を行う機会が損なわれる．
そこで，本研究では広告と記事の印象を考慮しつつも，関連する広告を回避するだけでなく，影
響の受けにくい配置（村岡ら 2010）へと変更していくシステムを作成する．  
◆方法 本研究では，まず被験者実験を通して 3つのデータベース（関連語，ネガティブワード，
打ち消し語）を作成することで，記事の印象を判定するための，システムの基盤となる「印象モ
ジュール」を作成．このモジュールでは，ニュース記事（テキスト情報）を入力することで，そ
のテキスト情報の「関連性」と「印象」を出力する．出力結果を元に，現状の広告の料金体系 2
つ（インプレッション型，土地購入型）に合わせた広告推薦を行う「最適化モジュール」で最適
な広告配置を判定させる．システムの有効性は，被験者実験を通して F値で算出した． 
◆結論 システムの有効性，そして今後 10 年程度システムが通用することを証明するため，10
年前の記事を使用してシステムの評価実験を行った．その結果，ネガティブワード・データベー
スの精度は高かった．しかし，打ち消し語に関しては，あまり高い精度は見られず，ネガティブ
ワード・データベースと統合した結果を見ても，3つのカテゴリで精度に不安が残った．しかし，
ネガティブワード・データベース単体で見れば，10年前の記事にも充分に対応しており，F値も
高い精度を示しており，システムに組み込む上で有効性が高いと考えられる． 
 また，村岡ら（2010）で判明した広告の目的（注目度，印象度）に合わせた最適配置と組み合
わせる事により，既存の手法では行われていない，複数の料金体系への対応が可能となった．故
に，従来の広告挿入手法よりも，効率的な広告インプレッションが可能になると考えられる． 
